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年
頭
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
合
は
昨
年
、
結
成
二
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
雇
用
と
生
活
の
危
機

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
深
刻
で
、
こ
の
厳
し
い
状
況
に
立
ち
向
か
う
重
い

責
任
を
感
じ
な
が
ら
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
政
権
交

代
が
実
現
し
、
新
し
い
政
治
へ
の
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
枠
組
み
や
考
え
方
で
は
次
の
時
代
を
切
り
拓
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
必
要
で
す
。

　

競
争
か
ら
連
帯
へ

　

成
長
拡
大
よ
り
も
持
続
可
能
へ

　

中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
へ

　

労
働
の
商
品
化
で
は
な
く
労
働
の
人
間
化
へ

　

連
合
の
今
年
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、

希
望
と
安
心
の
社
会
を
築
こ
う
！
」
で
す
。

　

そ
し
て
運
動
の
重
点
は
次
の
三
つ
で
す
。

　

① 

雇
用
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
実
現
す
る
。

　

② 

地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
運
動
を
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他

団
体
と
の
連
携
な
ど
社
会
連
帯
を
広
げ
る
。

　

③ 

労
働
組
合
は
社
会
の
安
心
・
安
定
に
不
可
欠
な
公
器
で
あ
り
、
組
織

拡
大
を
進
め
る
。

　

私
は
こ
こ
数
年
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間

ら
し
い
仕
事
）
の
実
現
」と
「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
」

を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

モ
ノ
の
よ
う
に
使
い
捨
て
に
さ
れ
る
労
働
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
生
身

の
人
間
が
働
い
て
い
る
ん
だ
、
社
会
を
支
え
る
労
働
は
尊
い
営
み
な
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
の
認
識
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
地
域
が
大
事
で

す
。
国
際
競
争
の
波
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
た
り
一
極
集
中
の
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
に
は
、「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
と
と
も
に
、
そ
し
て
地
域
社
会
で
暮
ら
し
様
々

な
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
労
働
組
合
が
そ
の
役

割
と
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
が
連
合
新
潟

や
新
潟
県
労
福
協
の
運
動
に
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

江  

花  

和  

郎

第45回
地方委員会

と　き　１月28日㈫　13：30～
ところ　新潟市・総合生協本部会館

相談ダイヤル
研 修 会

と　き　２月６日㈯　10：30～15：30
ところ　新潟市・労福協会館

2010年度　主要活動予定

１月

労福協新春名刺交換会（５日）
第１回地協代表者会議（16日）
第３回執行委員会（20日）
第45回地方委員会（28日）
地協青年代表者研修会（31日）
 　（青年委員会）

２月

労働相談ダイヤル担当者研修会（６日）
北陸ブロック女性会議（14～15日）
 　（女性委員会）
第４回執行委員会（25日）

３月

第２回地協代表者会議（６日）
連合国際女性デー第18回にいがた集会
 （６日）（女性委員会）
にいがたユニオン第16回定期総会（６日）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（27日）
2010春季生活闘争・中小総決起集会（27日）

４月 第６回執行委員会（21日）

５月
第81回新潟県中央メーデー（１日）
第３回地協代表者会議（22日）
第７回執行委員会（26日）

６月
第21回女性集会（12日）（女性委員会）
第８回執行委員会（16日）

６月
第46回地方委員会（22日）
平和行動 in 沖縄（23～24日）

７月
第４回地協代表者会議（３日）
第９回執行委員会（21日）

８月
平和行動 in 広島（４～６日）
平和行動 in 長崎（７～９日）
第10回執行委員会（25日）

９月

第15回構成組織・第19回地協女性代表者会議
 （11日）（女性委員会）
平和行動 in 根室（11～12日）
第20回新潟県勤労者駅伝大会
第11回執行委員会（17～18日）
第５回地協代表者会議（18日）

10月

第12回執行委員会（13日）
青年委員会・女性委員会合同研修会
女性労働問題懇談会
　　　　　　　（女性委員会）

11月

第20回年次大会（２日）
第22回女性委員会総会（27日）
第22回青年委員会総会
土曜労働相談会（毎月第２土曜日開催）

労働組合。
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　佐渡沖で毎年６月から７月にかけて獲れる「ごまふぐ」
の卵巣を２年以上塩蔵した後無毒の検査を実施、新潟県よ
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せたものです。
　知る人ぞ知る佐渡秘伝、日本海の珍味
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　ふきんで軽く酒粕を落とし
薄く切ってそのまま食したり
アルミホイルで包んで軽く、
蒸し焼きにしてもグッド！
　フレーク状のびん詰もあり、
お茶漬けやパスタにからめて
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ふ
ぐ
の
子
の
粕
漬

　

連
合
新
潟
の
二
〇
一
〇
春
季

生
活
闘
争
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

連
合
本
部
の
春
季
生
活
闘
争
方

針
の
確
認
、北
陸
ブ
ロ
ッ
ク（
新

潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
）
の

情
報
交
換
を
目
的
に
、
一
二
月

一
〇
日
〜
一
一
日
に
か
け
春
季

生
活
闘
争
推
進
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

連
合
本
部
團
野
副
事
務
局
長

（
総
合
労
働
局
）
に
よ
る
連
合

本
部
の
春
季
生
活
闘
争
方
針
と

パ
ー
ト
共
闘
方
針
の
説
明
の
あ

と
、
高
橋
中
小
労
働
局
長
か
ら

は
、
中
小
共
闘
方
針
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
賃
金

と
労
働
生
産
性
の
向
上
が
見
合

っ
て
お
ら
ず
、
賃
金
水
準
の
低

下
か
ら
日
本
の
相
対
的
貧
困
率

は
一
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
上

昇
し
、
こ
の
貧
困
問
題
が
年
を

追
う
ご
と
に
深
刻
化
し
、
デ
フ

レ
が
デ
フ
レ
を
呼
び
起
こ
す
と

い
う
縮
小
均
衡
の
悪
循
環
を
招

来
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
経
営
は
コ
ス
ト
カ
ッ

二
〇
一
〇
春
季
生
活
闘
争
ス
タ
ー
ト

ト
の
み
で
、
人
や
設
備
へ
の
投

資
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
で
あ
る
と
指
摘
し
、
本
部
で

は
国
民
の
生
活
が
第
一
と
す
る

民
主
党
政
権
と
の
連
携
を
深
め

つ
つ
、
車
の
両
輪
と
し
て
二
〇

一
〇
闘
争
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
と
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
賃
金
引
上
げ
の
要
求

目
安
と
し
て
賃
金
制
度
が
未
整

備
で
あ
る
組
合
は
五
千
円
を
要

求
目
安
と
す
る
こ
と
が
本
部
方

針
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
千
円
の
要
求
根
拠
は
賃
金

構
造
基
本
統
計
調
査
に
お
け
る

一
歳
・
一
年
間
差
程
度
で
あ
り
、

各
産
別
は
産
別
・
単
組
の
実
態

を
ふ
ま
え
、
産
業
・
規
模
間
格

差
や
企
業
内
の
賃
金
体
系
上
の

歪
や
賃
金
分
布
の
偏
り
の
是
正

も
含
め
て
、
賃
金
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
語

標
記
の
賃
上
げ
結
果
（
賃
金
体

系
維
持
な
ど
）
で
は
、
賃
金
制

度
未
整
備
で
あ
る
中
小
へ
の
波

及
効
果
は
薄
い
」「
中
小
共
闘

で
は
四
五
〇
〇
円
プ
ラ
ス
五
百

円
以
上
と
示
さ
れ
て
い
る
が
こ

の
五
百
円
の
根
拠
は
何
か
」
な

ど
意
見
が
出
さ
れ
、
連
合
本
部

は
「
出
来
る
だ
け
数
字
で
集
約

結
果
が
示
せ
る
よ
う
検
討
を
進

め
る
」「
プ
ラ
ス
五
百

円
の
背
景
は
、
中
小
共

闘
と
し
て
成
り
立
つ
か

否
か
各
産
別
と
の
調
整

の
結
果
で
あ
る
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
〇
春
季
生
活

闘
争
で
は
、
パ
ー
ト
共

闘
と
し
て
時
間
給
三
〇

円
の
引
上
げ
目
安
が
示

さ
れ
て
お
り
本
部
方
針
、

中
小
共
闘
、
パ
ー
ト
共

　

連
合
新
潟
の
労
働
条
件
委
員

会
が
一
二
月
一
八
日
（
金
）
労

福
協
会
館
で
開
催
さ
れ
、
二
〇

一
〇
春
季
生
活
闘
争
方
針（
案
）

を
中
心
に
論
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、

新
潟
県
を
取
り
巻

く
情
勢
の
報
告
や

連
合
本
部
方
針
を

確
認
し
た
後
、
今

年
の
春
季
生
活
闘

争
は
、
賃
金
カ
ー

ブ
の
維
持
を
基
本

に
賃
金
水
準
を
下

げ
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
の
認

識
に
た
ち
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
中
で
、
歪
ん
だ
賃
金
カ

ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
単
組
な
ど

に
つ
い
て
は
、
賃
金
改
善
を
求

闘
と
も
月
例
賃
金
で
は
五
千
円

の
引
上
げ
が
目
安
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
春
季
生
活
闘
争
の
特

徴
で
あ
る
「
職
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
を
対
象
に
処
遇
の

維
持
・
改
善
に
取
り
組
む
」
と

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
組

織
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
に

は
難
し
い
課
題
も
あ
る
が
、
こ

の
課
題
に
つ
い
て
は
春
季
生
活

闘
争
期
間
中
だ
け
で
な
く
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
く
と
の
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
賃
金

引
上
げ
だ
け
で
な
く
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
や
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
労
働
条
件

委
員
会
、
執
行
委
員
会
を
経
て

一
月
二
八
日
の
第
四
五
回
地
方

委
員
会
に
て
、
二
〇
一
〇
春
季

生
活
闘
争
方
針
を
確
立
し
て
い

き
ま
す
。

め
て
い
く
こ
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
労
働
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
連
合
本
部
方
針
並
び

に
各
産
別
の
要
求
内
容
を
共
有

化
し
、
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
を

抽
出
。
連
合
新
潟
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
共
有
化
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
連
合
本
部
春
季
生
活

闘
争
方
針
で
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
の
処
遇
改
善
に
も
取
り
組

む
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
条
件
委
員
会
と
し
て
、

相
場
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め

情
報
開
示
方
法
の
見
直
し
、
中

小
労
組
の
共
闘
強
化
、
パ
ー
ト

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が

る
情
報
収
集
の
必
要
性
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
る
議
論
を
行
い

労
働
条
件
向
上
の
た
め
に
は
、

継
続
し
た
活
動
が
必
要
で
あ
る

労
働
条
件
の
交
渉
を
強
化
し

　

働
く
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
ろ
う

女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会

 

合
同
学
習
会
を
開
催

　

私
た
ち
の
悲
願
で
あ
っ
た
民
主
党
を

中
心
と
す
る
政
権
が
誕
生
し
て
四
ヵ
月

が
経
過
し
、
政
府
と
連
合
の
関
係
に
も

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
請
型
の
「
政
労
会
見
」
か
ら
、
現

政
権
で
は
「
ト
ッ
プ
会
談
」
で
鳩
山
首

相
と
連
合
・
古
賀
会
長
が
予
算
や
重
要

政
策
な
ど
に
つ
い
て
年
三
〜
四
回
協
議

す
る
場
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
務
レ
ベ
ル
で
は
、
平
野
官

房
長
官
と
南
雲
事
務
局
長
を
ヘ
ッ
ド
と

す
る
「
定
期
協
議
」
が
月
一
回
を
目
途

に
開
催
し
、
政
策
毎
の
協
議
は
各
省
毎

に
随
時
行
う
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
民
主
党
が
衆
議
院
六
選
挙

区
を
独
占
し
、
こ
れ
ま
で
の
民
主
党
新

潟
県
連
と
連
合
新
潟
の
定
期
協
議
に
加

え
、
国
会
議
員
と
の
情
報
交
換
の
場
を

つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
連
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
要

請
型
の
取
り
組
み
や
言
い
っ
放
し
で
は

な
い
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

政
権
与
党
と
の
連
携
を
強
め
政
策
実

現
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
県

内
に
お
い
て
は
、
県
議
会
を
は
じ
め
全

自
治
体
に
連
合
推
薦
議
員
を
数
多
く
誕

生
さ
せ
、
そ
の
発
言
力
を
増
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
道
半
ば
で

す
。
手
を
抜
か
ず
着
実
に
一
歩
前
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

連
合
新
潟
一
二
万
人
組
合
員
の
力
が

試
さ
れ
る
時
で
す
。

政権交代で見えたこと

　

一
二
月
十
九
日
（
土
）
ホ
テ

ル
サ
ン
ル
ー
ト
新
潟
で
開
催
さ

れ
、
十
九
名
の
役
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
女
性
委
員
の
富
樫
晴

江
さ
ん（
電
力
総
連
）か
ら「
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
」
と
題
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
「
正
し
い
知
識
と
お
互
い
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
事
。

ス
ト
レ
ス
を
学
び
、
自
分
の
癖

を
理
解
し
、
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
適
度
に
逃

が
し
て
や
る
こ
と
が
必
要
だ
。」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
職
場
で
強
い
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
労
働
者
は
六
割

程
度
（
平
成
一
九
年
）
で
、
多

い
の
は
職
場
の
人
間
関
係
や
仕

事
の
量
と
質
の
問
題
だ
と
い
う
。

　

自
殺
す
る
労
働
者
も
年
間
九

千
人
に
上
り
、
精
神
障
害
な
ど

に
よ
る
労
災
認
定
も
近
年
増
加

傾
向
で
す
。

　

富
樫
さ
ん
は
「
こ
こ
ろ
の
病

気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
。
自
分
の
こ
と
と
捉
え
て

職
場
の
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

と
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
性
や
共
有
を
訴

え
ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
風
邪
と
同

じ
で
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治

療
で
必
ず
治
る
病
気
で
す
の
で
、

職
場
の
同
僚
が
「
お
か
し
い

な
？
」
と
思
っ
た
ら
ま
ず
声
を

か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

活
発
な
論
議
で
ス
タ
ー
ト

と
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
二
〇
一
〇
春
季

生
活
闘
争
方
針
は
、
一
月
の
執

行
委
員
会
で
最
終
論
議
を
行
っ

た
後
、
第
四
五
回
地
方
委
員
会

で
決
定
さ
れ
ま
す
。

第１回労働条件委員会

身近な講師に質問集中

賃金カーブを維持しよう


